
為替ヘッジあり／毎月決算型 為替ヘッジあり／年２回決算型

P.6の「当資料のお取扱いについてのご注意」を必ずご確認ください。

決算日
原則、3月、9月の各12日

（休業日の場合は翌営業日）

0.4% -12.9%

Amundi Funds ストラテジック・インカム - I4

USD QTD
99.6%

CAマネープールファンド（適格機関投資家専用） 0.2%

現金等 0.3%

Amundi Funds ストラテジック・インカム - I4

USD QTD
99.1%

CAマネープールファンド（適格機関投資家専用） 0.3%

現金等 0.7%

1年 3年 設定来

ファンド

期間

-0.4%

3ヵ月

1.9%

10円

2025年9月30日 現在

1/10

基準価額（円）

純資産総額（億円）

設定日

信託期間

決算日

7,795

2.5

2017年5月31日

2027年9月13日まで

原則、毎月12日

（休業日の場合は翌営業日）

基準価額（円） 8,709

純資産総額（億円） 1.3

設定日

2025年6月12日 2025年9月12日 10円

2017年5月31日

信託期間 2027年9月13日まで

970円

決算日 決算日 分配金

期間 1ヵ月1ヵ月

0.7% ファンド 0.7%

設定来累計

分配金

2025年5月12日 2025年8月12日 10円

決算日

2024年9月12日

2025年3月12日

2025年9月12日10円 0円

0円

2023年9月12日 0円 0円

決算日 分配金 分配金

2023年3月13日 0円

2024年3月12日 0円

10円

2025年4月14日 2025年7月14日 10円

ファンドの構成

騰落率

基準価額等の推移

ファンドの概況

0円

6ヵ月 1年 3年 設定来

2.9%1.9% 3.0% -0.3% 0.4% -13.0%

設定来累計

分配金実績（1万口当たり、税引前）

3ヵ月 6ヵ月

・基準価額（税引前分配金再投資）は、税引前分配金を分配時に再投資したも
のとして計算しています。基準価額は信託報酬控除後です。信託報酬については、
後記の「ファンドの費用」をご覧ください。
・上記は過去の実績であり、将来の運用成果等を示唆または保証するものではありま
せん。

・騰落率は、税引前分配金を分配時に再投資したものとして計算しています。ファンド
の騰落率であり、実際の投資家利回りとは異なります。
・上記は過去の実績であり、将来の運用成果等を示唆または保証するものではありま
せん。

・騰落率は、税引前分配金を分配時に再投資したものとして計算しています。ファンド
の騰落率であり、実際の投資家利回りとは異なります。
・上記は過去の実績であり、将来の運用成果等を示唆または保証するものではありま
せん。

・直近6期分の分配金実績です。
・分配金は過去の実績であり、将来の運用成果等を示唆または保証するものではあり
ません。
・運用状況によっては、分配金額が変わる場合、または分配金が支払われない場合が
あります。

・直近6期分の分配金実績です。
・分配金は過去の実績であり、将来の運用成果等を示唆または保証するものではあり
ません。
・運用状況によっては、分配金額が変わる場合、または分配金が支払われない場合が
あります。

（円 （円）

・基準価額は信託報酬控除後です。信託報酬については、後記の「ファンドの費用」を
ご覧ください。
・上記は過去の実績であり、将来の運用成果等を示唆または保証するものではありま
せん。
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2025年9月30日 現在

基準価額等の推移

ファンドの概況

ファンドの構成

騰落率

基準価額（円）

純資産総額（億円）

設定日

信託期間

12,363

8.6

2017年5月31日

2027年9月13日まで

基準価額（円） 15,025

純資産総額（億円） 1.7

設定日 2017年5月31日

信託期間

Amundi Funds ストラテジック・インカム - I4

USD QTD
99.0%

Amundi Funds ストラテジック・インカム - I4

USD QTD
98.3%

原則、毎月12日

（休業日の場合は翌営業日）

ファンド 2.4% 5.8% 4.6% 8.7% 21.7% 50.8% ファンド

設定来 期間

2027年9月13日まで

決算日
原則、3月、9月の各12日

（休業日の場合は翌営業日）

3年 3年 設定来1ヵ月 3ヵ月 6ヵ月 1年

CAマネープールファンド（適格機関投資家専用） 0.1% CAマネープールファンド（適格機関投資家専用） 0.2%

決算日

現金等 1.0% 現金等 1.6%

期間 1ヵ月 3ヵ月 6ヵ月 1年

0円

2025年5月12日 20円

2.4% 5.8% 4.5% 8.6% 21.4% 50.3%

20円 2023年3月13日 0円

2025年8月12日 20円 2023年9月12日

-0.4% 4.3%4.3% 34.2%

0円

米ドル／円 1.3% 2.8% -0.4%

2/10

2,030円 設定来累計 0円

決算日 分配金 決算日 分配金 決算日 分配金 決算日 分配金

2025年3月12日 0円

2025年6月12日 20円 2025年9月12日 20円 2024年3月12日 0円 2025年9月12日

2024年9月12日 0円

設定来累計

2.8%

分配金実績（1万口当たり、税引前）

2.8% 34.2% 米ドル／円 1.3% 2.8%

2025年4月14日 20円 2025年7月14日

・騰落率は、税引前分配金を分配時に再投資したものとして計算しています。ファンド
の騰落率であり、実際の投資家利回りとは異なります。
・上記は過去の実績であり、将来の運用成果等を示唆または保証するものではありま
せん。

・騰落率は、税引前分配金を分配時に再投資したものとして計算しています。ファンド
の騰落率であり、実際の投資家利回りとは異なります。
・上記は過去の実績であり、将来の運用成果等を示唆または保証するものではありま
せん。

・直近6期分の分配金実績です。
・分配金は過去の実績であり、将来の運用成果等を示唆または保証するものではあり
ません。
・運用状況によっては、分配金額が変わる場合、または分配金が支払われない場合が
あります。

・直近6期分の分配金実績です。
・分配金は過去の実績であり、将来の運用成果等を示唆または保証するものではあり
ません。
・運用状況によっては、分配金額が変わる場合、または分配金が支払われない場合が
あります。

（円） （円）

・基準価額（税引前分配金再投資）は、税引前分配金を分配時に再投資したも
のとして計算しています。基準価額は信託報酬控除後です。信託報酬については、
後記の「ファンドの費用」をご覧ください。
・上記は過去の実績であり、将来の運用成果等を示唆または保証するものではありま
せん。

・基準価額は信託報酬控除後です。信託報酬については、後記の「ファンドの費用」
をご覧ください。
・上記は過去の実績であり、将来の運用成果等を示唆または保証するものではありま
せん。
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　ポートフォリオ特性値

P.6の「当資料のお取扱いについてのご注意」を必ずご確認ください。

0.8%

米国 0.8%

米国

国際機関

フランス 0.9%

1.0%

1.0%

1.2%

　上位国別比率 　格付別比率

　組入上位10銘柄

・格付は、フィッチ、ムーディーズ、S&P、KBRA、DBRS、モーニングスターの

格付を基準に表示しています。

US TSY 4% 02/30 米国

2025年9月30日 現在

国名 比率

国際機関 1.3%

6.10

「Amundi Funds ストラテジック・インカム」の組入状況（純資産総額比・米ドルベース）

5.55平均直接利回り（％）

5.50

平均格付 BBB+

平均最終利回り（％）

組入銘柄数 1,003

デュレーション（年）

銘柄名

IBRD FRN 10/30 GDIF

US TSY 2.25% 02/52

3/10

US TSY 4.25% 01/30

TII 1.875% 07/35

EBRD FRN 07/30

SOCGEN VAR 04/33 144A

TEVA 4.375% 05/30

US TSY 3% 02/48

LLOYDS VAR 06/30

イスラエル

米国 1.1%

米国 1.1%

イギリス 0.8%

・平均格付とは、基準日時点でファンドが実質的に保有している有価証券の信

用格付を加重平均したものであり、ファンドの信用格付ではありません。

・格付は、フィッチ、ムーディーズ、S&P、KBRA、DBRS、モーニングスターの格付

を基準に表示しています。

54.0%

4.0%

4.0%

3.2%

2.2%

0% 50% 100%

米国

国際機関

イギリス

フランス

ケイマン諸島

7.7%

25.6%

7.5%

24.1%

16.1%

10.0%

2.7%

6.5%

0% 25% 50%

AAA

AA

A

BBB

BB

B

CCC以下

無格付
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「Amundi Funds ストラテジック・インカム」の組入状況（純資産総額比・米ドルベース）

債券種別配分の推移（月次ベース）

種別 比率

2025年9月30日 現在

国債 9.0%

政府機関債 0.1%

国際機関債 4.0%

政府関連機関や政府系金融機関等が発行する債券。

地方債 0.1%

モーゲージ証券・資産担保証券 29.0%

社債 51.0%

社債 企業が発行する債券。民間の事業会社が発行する事業債、転換社債等を指す。

4/10

・当ファンドが主要投資対象とする外国投資信託を「Amundi Investment Funds- ストラテジック・インカム」から「Amundi Funds スト

ラテジック・インカム」へ変更し、2021年6月12日より順次入替を行いました。よって、債券種別配分の推移（月次ベース）につきまして

は、2021年6月末からのデータを開示しております。

国際機関債 国際的な組織である国際機関が、主に世界各地域の開発・経済発展の資金供給のために発行する債券。

地方債 州、地方政府や地方公共団体等が発行する債券。国債同様、一般的に高い信用力を有する。

モーゲージ証券・

資産担保証券

モーゲージ証券は、住宅ローン等の債権を担保として発行される証券。

資産担保証券は、自動車ローンやクレジットカードローン等の債権を担保として発行される証券。

その他 -3.4%

≪ご参考≫投資対象となるさまざまな債券とその特色

国債 政府が発行する債券。発行量・流通量とも世界最大であり、一般的に高い信用力と流動性を有する。

政府機関債

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

2021/6 2022/5 2023/3 2024/1 2024/11 2025/9

国債 政府機関債 国際機関債 地方債 モーゲージ証券・資産担保証券 社債 その他
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2025年9月30日 現在

「Amundi Funds ストラテジック・インカム」の運用コメント

5/10

（ビクトリー・キャピタル・マネジメント・インク）

＜市場環境＞

　9月の米国債券市場は、上昇（金利は低下）しました。9月は、前月に浮上したハト派的なFRB（米連邦準備理事会）の姿勢が継続しまし

た。米労働市場の減速や、抑制されたインフレ指標が、FOMC（米連邦公開市場委員会）での6会合ぶりの利下げを後押ししました。金融緩和

への期待から、米国国債利回りは低下し、リスク資産価格を押し上げました。経済のファンダメンタルズ（基礎的条件）は、混在した様相を示しまし

た。労働市場の指標は依然として軟調でしたが、経済活動は特に消費支出において、全般的に堅調さを示しました。9月のFOMCによる0.25％の

利下げは市場で広く予想されていましたが、米国国債市場では予想外の反応を引き起こしました。パウエル議長がこの利下げを、経済状況の悪化

への対応ではなく「リスク管理」の位置付けと説明したことで、利回りは上昇しました。FRBが更新した経済見通しは、6月の予測と比べて経済成長と

インフレ見通しが高まっており、FOMCが経済見通しの悪化を理由に緩和しているわけではないことを示唆しました。代わりに、パウエル議長は、雇用

の下振れリスクの増加とインフレの上振れリスクの減少というリスク評価の観点からこの動きを正当化しました。この説明は、利下げが積極的な緩和サ

イクルの始まりなのか、それとも金融政策リスクの変化に対する調整に過ぎないのか、投資家の間で意見が分かれました。月間では、米国国債利回

りは低下（債券価格は上昇）しました。投資適格社債市場ではスプレッド（国債との利回り格差）が縮小し、国債を上回るリターンとなりました。

＜運用状況＞

　9月の「Amundi Funds ストラテジック・インカム」は、ベンチマークであるブルームバーグ・米ドル建ユニバーサル指数のリターンを上回りました。金融

をオーバーウェイトとしたこと、および金融セクター内での銘柄選択がプラスに寄与しました。保険リンク債の保有もリターンにプラスとなりました。5年国

債は金利が上昇したことに対し、20－30年債は金利が低下したことにより、国債の利回り曲線がフラット化したことがリターンにマイナスに寄与しまし

た。エージェンシーMBS（モーゲージ証券）での銘柄選択がややマイナス寄与となりました。

＜今後の運用方針＞

　米国経済は、関税の悪影響を回避しつつ、政策の不確実性に対処しており、微妙な均衡状態を維持していると考えます。一見すると経済指標

は安定しているようにみえますが、実際には経済の二極化が進んでいるとみています。消費支出は、全体を表すデータは堅調さを示していますが、こ

れは高所得世帯が積極的に支出を続けているためです。その一方で、低所得層の消費は、関税負担が重しとなり低迷しています。企業投資も同

様に分断化が進んでいます。資本の流れは、引き続きAI（人工知能）インフラと電力網の近代化に集中しています。しかし他の分野では、企業

は、貿易や国内政策が明確になるまで大規模な投資を先送りしています。また、米国の労働市場は、今年の賃金上昇率がインフレ率を上回ってい

ること、採用は大きく減速しているもののレイオフは歴史的な低水準にとどまっていることから、安定しているようにみえます。しかし、企業は雇用に関し

て慎重な姿勢にあり、また労働者は現在の職に固定されているため、労働市場に新たなショックが加わった際には大きく悪化する可能性があると考え

ます。当面、経済は緩やかな労働市場の軟化と、関税コストが消費者物価に徐々に転嫁されることによるコアインフレのわずかな上昇をともなう、安

定的でトレンドに沿った成長をすると予想しています。最近の経済の堅調さによって、現在の金融政策が経済にとって過度に制約的であるという見方

を弱めるため、市場予想よりもFRBによる利下げは少なくなるとみられます。ただし、経済状況が大幅に悪化した場合、FRBは目標を上回るインフレ

にもかかわらず、積極的な政策緩和に転じる可能性が高いとみています。なぜなら、インフレと雇用という二つの政策目標のうち、FRBは雇用を重視

して利下げを行う可能性があるからです。

　ポートフォリオに関しては、現在の金利水準では、デュレーションをほぼ中立的に維持し、また、利回り曲線に関しては、米国国債の構造的発行増

とFRBへの利下げ圧力によりスティープ化のポジションとしていますが、バリュエーションの観点から調整します。米国の債券市場は、利回りベースでみ

ると魅力的な水準にありますが、スプレッドは非常にタイトな水準です。そのため、クレジット感応度の高いセクターでは、格付けが高く短中期の満期の

債券を選好しています。全体の信用リスクはベンチマークを上回っていますが、過去と比較すると低い水準です。エージェンシーMBSは、直近のリター

ンが良好だったため戦術的に削減しています。他の証券化商品においては、分散を考慮しつつ、相対的に魅力的なセクターに投資する方針です。

(上記の指数およびファンドのリターンは米ドルベースです。)

アムンディ・ストラテジック・インカムファンド

追加型投信／内外／債券

販売用資料
月次レポート

（為替ヘッジあり／毎月決算型） （為替ヘッジあり／年２回決算型）
（為替ヘッジなし／毎月決算型） （為替ヘッジなし／年２回決算型）



ファンドは、安定した収益の確保と投資信託財産の中長期的な成長を目指して運用を行います。

1

2

●

●

※

3 

為替ヘッジ

決算
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米ドル建を中心とする世界各国のさまざまな種類の公社債等を実質的な主要投資対象とします。

外国投資信託において、市場分析等に基づく機動的な資産配分と、調査・分析に基づく銘柄選択により、好水準のインカムゲインとキャピ

タルゲインの獲得を目指します。

外国投資信託の運用は、ビクトリー・キャピタル・マネジメント・インク※が行います。

「為替ヘッジあり」は、原則として外貨建資産について米ドル売り／円買いの為替ヘッジを行い、為替変動リスクの低減を図ります。

「為替ヘッジなし」は、原則として為替ヘッジを行いませんので、外貨建資産の通貨の為替変動の影響を直接受けます。

「毎月決算型」は毎決算時（原則として毎月12日。休業日の場合は翌営業日。）に、分配方針に基づいて分配を行います。また、3月、6月、9

月、12月の決算時には、配当等収益に売買益（評価益を含みます。）等を加えた額から分配を行う場合があります。

「年２回決算型」は毎決算時（原則として毎年3月と9月の各12日。休業日の場合は翌営業日。）に、分配方針に基づいて分配を行います。

「毎月決算型」と「年２回決算型」の分配額については、委託会社が基準価額水準、市況動向等を勘案し決定いたします。分配対象額が少額

の場合には分配を行わない場合もあります。

◆資金動向および市況動向等によっては、上記のような運用ができない場合があります。

各ファンドは、投資信託証券への投資を通じて、主として債券など値動きのある有価証券（外貨建資産には為替変動リスクがあります。）に実

質的に投資しますので、基準価額は変動します。したがって、投資元本が保証されているものではありません。

各ファンドの基準価額の下落により、損失を被り投資元本を割り込むことがあります。各ファンドの運用による損益はすべて投資者に帰属しま

す。なお、投資信託は預貯金とは異なります。

基準価額の主な変動要因としては、価格変動リスク、信用リスク、為替変動リスク、流動性リスク、カントリーリスク等が挙げられます。なお、基

準価額の変動要因（投資リスク）はこれらに限定されるものではありません。また、その他の留意点として各ファンドの繰上償還、流動性リスク

に関する留意事項等があります。詳しくは、投資信託説明書（交付目論見書）の「投資リスク」をご覧ください。

＜お申込みの際には、必ず投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。＞

当資料のお取扱いについてのご注意

■当資料は、法定目論見書の補足資料としてアムンディ・ジャパン株式会社が作成した販売用資料であり、法令等に基づく開示資料ではありませ

ん。■当ファンドの購入のお申込みにあたっては、販売会社より投資信託説明書（交付目論見書）をあらかじめまたは同時にお渡しいたしますの

で、お受取りの上、内容は投資信託説明書（交付目論見書）で必ずご確認ください。なお、投資に関する最終決定は、ご自身でご判断くださ

い。■当資料は、弊社が信頼する情報に基づき作成しておりますが、情報の正確性について弊社が保証するものではありません。また、記載されて

いる内容は、予告なしに変更される場合があります。■当資料に記載されている事項につきましては、作成時点または過去の実績を示したものであ

り、将来の成果を保証するものではありません。また、運用成果は実際の投資家利回りとは異なります。■投資信託は、元本および分配金が保証

されている商品ではありません。■投資信託は値動きのある証券等に投資します。組入れた証券等の値下がり、それらの発行者の信用状況の悪

化等の影響による基準価額の下落により損失を被ることがあります。したがって、これら運用により投資信託に生じた利益および損失は、すべて投資

者の皆様に帰属いたします。■投資信託は預金、保険契約とは異なり、預金保険機構・保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。ま

た、登録金融機関を通じてご購入いただいた投資信託は、投資者保護基金の保護の対象とはなりません。■投資信託のお申込みに関しては、

クーリングオフの適用はありません。

「為替ヘッジあり」と「為替ヘッジなし」があります。それぞれについて「毎月決算型」、「年２回決算型」があり、合計で4つのファンドがあります。

ファンドの目的

ファンドの特色

投資リスク

●

外国投資信託が投資する公社債等の平均格付は、原則として投資適格とします。

ファンドは外国投資信託「Amundi Funds ストラテジック・インカム」（以下「外国投資信託」といいます。）への投資を通じて、主として米

ドル建を中心とする世界各国のさまざまな種類の公社債等に投資します。また、国内投資信託「ＣＡマネープールファンド（適格機関投

資家専用）」にも投資します。

アムンディ・アセットマネジメント・US・インクは、2025年4月1日付でビクトリー・キャピタル・ホールディングス・インクの傘下に統合され、外国

投資信託の投資顧問会社が変更になりました。なお、統合後においても外国投資信託の運用にかかる基本方針や体制、プロセス、手法

に変更はありません。

アムンディ・ストラテジック・インカムファンド

追加型投信／内外／債券

販売用資料
月次レポート

（為替ヘッジあり／毎月決算型） （為替ヘッジあり／年２回決算型）
（為替ヘッジなし／毎月決算型） （為替ヘッジなし／年２回決算型）
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収益分配金に関する留意事項

アムンディ・ストラテジック・インカムファンド

追加型投信／内外／債券

販売用資料
月次レポート

（為替ヘッジあり／毎月決算型） （為替ヘッジあり／年２回決算型）
（為替ヘッジなし／毎月決算型） （為替ヘッジなし／年２回決算型）



P.6の「当資料のお取扱いについてのご注意」を必ずご確認ください。

課税上は、株式投資信託として取扱われます。

公募株式投資信託は税法上、一定の要件を満たした場合にNISA（少額投資非課税制度）の適用対象

となります。ファンドは、NISAの対象ではありません。

配当控除および益金不算入制度は適用されません。

課税関係

そ

の

他

2027年9月13日までとします。（設定日：2017年5月31日）

【毎月決算型】年12回決算、原則毎月12日です。休業日の場合は翌営業日とします。

【年２回決算型】年2回決算、原則毎年3月および9月の各12日です。休業日の場合は翌営業日としま

す。

決算日

原則として毎決算時に分配方針に基づいて分配を行います。

販売会社によっては分配金の再投資が可能です。
収益分配

詳しくは販売会社にお問合せください。

委託会社の判断により、一定の金額を超える換金申込には制限を設ける場合があります。

申

込

に

つ

い

て

以下のいずれかに該当する場合には購入・換金の申込を受付けません。

・ニューヨーク証券取引所の休業日

・米国証券業金融市場協会が定める休業日

・ルクセンブルクの銀行休業日

・12月24日

・委託会社の指定する日

申込受付不可日

申込締切時間

換金制限

換

金

時

換金単位 販売会社が定める単位とします。詳しくは販売会社にお問合せください。

換金価額 換金申込受付日の翌営業日の基準価額とします。

換金代金 換金申込受付日から起算して、原則として6営業日目から販売会社においてお支払いします。

お申込みメモ
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購入単位

購入価額

購入代金

委託会社は、金融商品取引所等における取引の停止、外国為替取引の停止、決済機能の停止、その他

やむを得ない事情があるときは、各ファンドの購入・換金の申込受付を中止すること、およびすでに受付けた購

入・換金の申込受付を取消すことができます。

申込受付の中止

および取消し

販売会社によっては、スイッチングの取扱いを行う場合があります。スイッチングの際には、購入時および換金時

と同様に、費用・税金がかかる場合があります。詳しくは販売会社にお問合せください。
スイッチング

◆お取扱いコース、購入・換金のお申込みの方法ならびに単位および分配金のお取扱い等について、販売会社によって異なる場

合があります。詳しくは販売会社にお問合せください。

信託期間

購

入

時

販売会社が定める単位とします。詳しくは販売会社にお問合せください。

購入申込受付日の翌営業日の基準価額とします。

販売会社が定める期日までにお支払いください。

アムンディ・ストラテジック・インカムファンド

追加型投信／内外／債券

販売用資料
月次レポート

（為替ヘッジあり／毎月決算型） （為替ヘッジあり／年２回決算型）
（為替ヘッジなし／毎月決算型） （為替ヘッジなし／年２回決算型）



◆各ファンドの費用の合計額については、保有期間等に応じて異なりますので、表示することはできません。

◆各ファンドの費用については、有価証券届出書作成日現在の情報であり、今後変更される場合があります。
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＜投資者が直接的に負担する費用＞

購入時手数料
購入申込受付日の翌営業日の基準価額に、販売会社が独自に定める料率を乗じて得た金額とします。有価

証券届出書作成日現在の料率上限は2.2％（税抜2.0％）です。詳しくは販売会社にお問合せください。

信託財産留保額 ありません。

＜投資者が投資信託財産で間接的に負担する費用＞

委託会社

受託会社

販売会社 販売会社については巻末をご参照ください。

委託会社の名称：アムンディ・ジャパン株式会社

お客様サポートライン：050-4561-2500

受付は委託会社の営業日の午前9時から午後5時まで

ホームページアドレス：https://www.amundi.co.jp/

その他の費用・手数料として下記の費用等が投資者の負担となり、ファンドから支払われます。

・ 有価証券売買時の売買委託手数料および組入資産の保管費用などの諸費用

・ 信託事務の処理等に要する諸費用（監査費用、目論見書・運用報告書等の印刷費用、有価証券届出書関連費

用等を含みます。）

・投資信託財産に関する租税　等

※その他、組入投資信託証券においては、ルクセンブルクの年次税（年率0.01％）などの諸費用がかかります。

※その他の費用・手数料の合計額は、運用状況等により変動するものであり、事前に料率、上限額等を表示すること

はできません。

アムンディ・ジャパン株式会社

金融商品取引業者　関東財務局長（金商）　第350号

加入協会：一般社団法人投資信託協会、一般社団法人日本投資顧問業協会、日本証券業協会、

加入協会：一般社団法人第二種金融商品取引業協会

株式会社 りそな銀行

ファンドに関する

照会先

ファンドの費用

委託会社、その他の関係法人の概要

実質的な

負担の

上限

運用

管理費用

（信託

報酬）

その他

の費用

・手数料

【毎月決算型】および【年２回決算型】

純資産総額に対して年率1.812％（税込）※

※ 各ファンドの信託報酬年率1.232％（税込）に投資対象とする投資信託証券のうち信託報酬が最大

のもの（年率0.58％）を加算しております。各ファンドの実際の投資信託証券の組入状況等によっては、実

質的な信託報酬率は変動します。

アムンディ・ストラテジック・インカムファンド

追加型投信／内外／債券

販売用資料
月次レポート

（為替ヘッジあり／毎月決算型） （為替ヘッジあり／年２回決算型）
（為替ヘッジなし／毎月決算型） （為替ヘッジなし／年２回決算型）
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販売会社一覧（業態別・五十音順）

＜1673638＞

○

株式会社 りそな銀行 登録金融機関 近畿財務局長（登金）第3号 ○ ○ ○

株式会社 埼玉りそな銀行 登録金融機関 関東財務局長（登金）第593号 ○

一般社団法

人第二種金

融商品取引

業協会

株式会社 関西みらい銀行 登録金融機関 近畿財務局長（登金）第7号 ○ ○

金融商品取引業者等 登録番号

日本証券業

協会

一般社団法

人投資信託

協会

一般社団法

人日本投資

顧問業協会

一般社団法

人金融先物

取引業協会

アムンディ・ストラテジック・インカムファンド

追加型投信／内外／債券

販売用資料
月次レポート

（為替ヘッジあり／毎月決算型） （為替ヘッジあり／年２回決算型）
（為替ヘッジなし／毎月決算型） （為替ヘッジなし／年２回決算型）


